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1. 開催概要
· 会議名：地域未来交付金事業説明会（定住促進住宅、公園整備、ワインプロジェクト、グループホーム等について）
· 出席者：町側（黒澤町長、吉沢副町長、黒沢教育長、各課長・係長等）、町民、町議会議員
· 主な議題：地域未来交付金事業（定住促進住宅・土村公園）、ワインプロジェクト、グループホーム整備方針、小海小学校の将来構想など

2. 各事業における「住民の意見・懸念」と「町からの回答・説明」
① 土村公園の整備計画について
· 住民からの意見・懸念 
· 駐車場の縮小への不安：現在、中学校のグラウンド北側の平地は、佐久総合病院の利用者や近隣住民の月極駐車場（約63台利用）として使われているが、公園整備によって20〜30台に減らされると困る。授業参観や部活の際にも車を停める場所がなくなるのではないか。計画が住民に十分に知られていない。
· 公園の必要性と過剰な投資への懸念：児童館や「アルル」にも遊具がある中で、本当にこの場所に大規模な公園や高額な遊具（インフラ整備等で約1億2,000万円）が必要なのか疑問。昨今の自治体では公園の維持管理費（草刈りや遊具の法定検査など）が1.5倍に増えていると聞くため、将来の財政負担が心配である。
· 防災上の観点：あの一帯の広大なスペースのままにしておけば、災害時に仮設住宅や仮設トイレを建てるなどの避難場所として活用できるのではないか。
· 町からの回答・説明 
· 駐車場の確保について：現在利用されている約63台分の代替地として、近接する場所の地権者・関係者と現在相談を進めている。また、整備予定の「多目的広場」を、学校行事などの不定期な利用時には一時的な駐車場としても活用できるよう検討する。
· 公園の必要性について：町の最大の課題である若者層を中心とした人口減少に歯止めをかけるため、子育て環境を充実させたい。小海町民だけでなく、佐久市や佐久穂町など近隣からも人を呼び込み、駅周辺の商店街などの活性化（人の還流）につなげたい。また、小学校や保育園の保護者アンケートでもアスレチックや展望台などを求める声があった。
· 事業費・維持管理について：1億2,000万円という予算は上限（マックス）の想定であり、今後物価高騰や住民意見を踏まえて詳細を詰める中で減額になる可能性もある。財政負担を重くしないよう努め、維持管理費についても具体的な仕様が固まった段階で改めて町民に説明する。
② 定住促進住宅・移住体験住宅について
· 住民からの意見・懸念 
· 当初はこのエリアは障害者向けのグループホームをつくるという話で始まったはずではなかったか。
· 小海町には仕事が少ないため、いくら体験住宅や交流施設を作っても、本当に移住者が定着するのか疑問である。駅周辺も閑古鳥が鳴いており観光客も少ない。
· 交流や移住促進にお金を使うよりも、障害者や高齢者が本当に安心して住める町営住宅を優先してほしい。
· 町からの回答・説明 
· グループホームと住宅の住み分け：当初検討していたグループホームは重度の方（日中サービス支援型）を想定していたが、公設民営では事業者確保が困難なため、現在は民設民営方式への移行を進めている。一方、駅前の水色エリアに計画している住宅は、自立した生活や軽度の障害・高齢・免許返納などを想定した「地域居住住宅」であり、生活利便性の高い場所で安心して長く住み続けられる環境を提供するものである。
· 移住・雇用の状況について：全く仕事がないわけではなく、町内にIT関連の事業所が増えて従業員も増加している。また、中部横断自動車道の開通により佐久市等への通勤も便利になっており、空き家の問い合わせも実際に増えているため、移住に力を入れて人口減少を緩やかにしたい。
③ グループホームの整備方針について
· 住民からの意見・懸念 
· 当初の目的から話が変わり、障害者の人たちが本当に安心して住める環境が担保できるのか。町民の意見をもう一度問い直すべきではないか。
· 町からの回答・説明 
· 市町村が直営・建設する「公設民営」では、全国的な福祉人材不足や佐久市・佐久穂町の事例を見ても受託してくれる事業者の確保が極めて困難である。
· そのため、故・由井氏からの多額のご寄付（1億円余り）を有効に活用し、現実的かつ確実に整備・継続できる「民設民営方式（町が建設補助金を出し、事業者が建設・運営する）」へ方針転換した（8月5日の障害者福祉施設等検討委員会でも了承済み）。町内利用者の積極的な受け入れを補助条件とする。
④ 情報公開・住民合意のあり方について
· 住民からの意見・懸念 
· 説明会の資料は事前にホームページ等で公開してほしい。また、土村地区での説明会でどのような意見や希望が出たのか（議事録や内容）を共有してほしい。
· 議会で予算や説明内容に対して「待った」がかかったが、今後の議会や住民との合意形成をどう考えているのか。
· 町からの回答・説明 
· 情報公開について：本日の説明会の資料や出された意見、町からの回答についても、後日ホームページ上で広く開示する。土村地区の意見（駐車場への懸念、ゴミ収集場所の変更対応、駅業務やワインへの質問など）についても共有する。
· 今後の進め方について：説明の時期や補助事業のスタンスに関して議会からいただいたご指摘を真摯に受け止め、補正予算の削減等にも真摯に対応した。今後は住民や議会の意見をしっかりと聞き、「石橋を叩いて渡る」ように、丁寧かつ確実な合意形成を図りながら事業を進めていく。

3. その他の主な意見と町の対応
· ワインプロジェクトについて 
· 住民からの疑問：小海町がワインの適地と言えるのか、今後の展望をどう考えているのか。
· 町の回答：温暖化が進む中、標高1,000メートルを超える小海町でも寒さ対策をすればワイン用ブドウが育つことが確認できた（昨年度は1,100kg収穫、試作品900本）。令和7〜9年度の計画期間内で今後の展望や事業化を見極めていきたい。
· 小海小学校の老朽化と将来構想について 
· 教育長からの説明：昭和58年建設で築約43年が経過し老朽化が進んでいる。次期の10カ年計画に向けた検討のテーブルを近く作り、校舎の場所や児童生徒数、さらには組合立中学校との関係や小中一貫校・義務教育学校の構想も含め、大きな課題として将来のあり方を総合的に議論していきたい。

